
1．はじめに

　広島平和記念資料館における展示は、室内環境に資料を暴露した状態での展示
と資料をケース内に配置した展示とに大別される。後者のケース内での展示に用
いられるケースには、外気の影響を受けないように設計された気密性の高いケー
ス（エアタイトケース）と気密性については特に配慮していないケースの 2つが
ある。一般に、展示ケースはガラス、金属板、木質ボードおよび木質ボードに接
着剤で貼りこまれたクロスから作られていることが多い。新調した展示ケースは、
展示に供される前に木質ボードや接着剤等から発生する有機酸等を除去するため
数か月間の「枯らし」が一般におこなわれる。
　しかしながら、長期間にわたって「枯らし」をおこなったとしても、これらの
材料からの有機酸等の発生を十分に抑制することはできず、場合によっては、展
示をおこなっている間にケース内の有機酸等の濃度が高くなることもある。特に
エアタイトケースの場合、気密性が高いが故に有機酸等がケース内に蓄積される
ため、ケース内の資料の劣化を引き起こすことも懸念される。展示ケース内の空
気質の改善方法には、現在、換気（「枯らし」に相当する）、汚染源の特定と除去、
吸着材による除去、および遮蔽材による発生源の被覆がある。近年、酸化チタン
に特定波長の可視光 LEDを照射することで、酸化チタン上に発生したOHラジ
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カルとスーパーオキサイドアニオンにより有機酸等を水と二酸化炭素に酸化分解
する技術が開発されている。この技術は、すでに空気清浄機として市販されてい
るものである。
　本研究は、展示ケース内の有機酸等の効率的な除去への光触媒空気清浄機の応
用の可能性を検討するものである。

2．�広島平和記念資料館におけるエアタイト
ケース内の空気質

　光触媒を用いた実験をおこなう前に、実際に
広島平和記念資料館において使用しているエ
アタイトケース（図 1）内の有機酸の測定をお
こなった。有機酸の測定は、光明理化学工業
株式会社製北川式ガス検知管有機酸（酢酸・
ギ酸）910 を同社製エアサンプリングポンプ
ASP-1200 に取り付けて、展示ケース内の空気
を 200mL/ 分の流量で 1時間吸引しておこなっ
た。測定日は 2022 年 3 月 17 日、3 月 24 日、3
月 31 日、4 月 8 日、4 月 22 日および 5 月 6 日
である。測定の結果、いずれにおいてもガス検
知管で測定できる上限値である 400µg/m3 を超

図 1　エアタイトケース

図 3　酢酸蒸気の導入

図 5　空気清浄機の稼働

図 2　実験装置

図 4　空気質の測定
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えていることが明らかとなった。

3．実験

　グローブボックス（アズワン製平面扉 PC（コンセント付き）1-9034-03）内に、
市販の食用酢を浸み込ませた脱脂綿を入れた密閉蓋付の容器、ガス検知管シス
テム（2．で用いたものと同じ）、光触媒空気清浄機（カルテック株式会社製KL-
W01）を設置した。食用酢の入った瓶の蓋を 5～10 分間開けて酢酸蒸気をグロー
ブボックス内に導入した後、同容器の蓋を閉め、空気質の測定をおこなった。空
気質の測定条件は、2．で述べた条件と同様である。空気質の測定後、光触媒空
気清浄機を 1時間稼働させた。光触媒空気清浄機を停止後、再び、空気質の測定
を上述と同じ測定条件でおこなった。

4．結果

　食用酢の入った瓶を 5～10 分間開けて酢酸蒸気をグローブボックス内に導入し
たところ、酢酸換算で検知管の測定上限である 400µg/m3 を超える濃度となった。
グローブボックス内に設置した空気清浄機を 1時間稼働させた後、同様の条件で
酢酸濃度を測定した結果、41µg/m3 まで低下していることが明らかとなった。以
上のことから、光触媒空気清浄機を用いることで、短時間で酢酸を分解除去でき
ることが明らかとなった。

5．今後の課題

　今回実験に用いた有害ガスは酢酸蒸気のみである。展示ケース内で発生する可
能性のある有害ガスには、この他にギ酸、ホルムアルデヒド、アンモニア等があ
り、これらに対しても光触媒空気清浄機が有効に機能するかどうかを確認する必
要がある。
　光触媒による有害ガスの酸化分解は、単一のプロセスで進行するものではない
ことが十分に考えられ、一時的であるにせよ分解生成物がケース内に発生する可
能性があり、中間生成物を含めた分解生成物の精密測定を実施する必要がある。
　さらに、光触媒空気清浄機は可視光 LEDを用いているとはいえ、空気を循環
させるための駆動部があり、長時間の運転により熱を発することが考えられる。
ケース内の温湿度環境を正常に維持できるかどうかについて、発熱量などの検討
をしなければならない。
　また、実験は市販の光触媒空気清浄機をグローブボックス内で稼働させて実施
しており、実際のエアタイトケースにどのように実装するかについても検討の余
地を残している。
　今後は、これらの課題に取り組み、展示ケース内の空気質の改善に光触媒空気
清浄機を安全に応用できるようにしていきたいと考えている。
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